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日　時 ： ３月  11日 （土） 午後２時～

会　場 ： 吉田大成事務所

参加無料

当日直接ご参加頂いても結構ですが、参加者数の把握のため、

事前にご連絡頂ければ幸いです。お申し込みは、下記まで、

電話・FAXで。

【お問合わせ先】【お問合わせ先】

吉田大成事務所

TEL044-953-0202　　FAX 044-953-0208
e-mail　info@yoshidataisei .com

民主党広報・宣伝委員会
〒100 - 0014 

東京都千代田区永田町1-11-1 

    電話03-3595-9988（代表）

http://www.dpj.or.jp  
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吉田大成

■平成18年スタート

　どうなる神奈川県政？

　平成18年度予算案

■政調会長に就任！

麻生オープンミーティング麻生オープンミーティング麻生オープンミーティング

『第一回　地域自主防犯を考える』『第一回　地域自主防犯を考える』

〒215-0011 　川崎市麻生区百合丘1-1-26-201
T E L : 044-953-0202（10：00～17：00）

FAX : 044-953-0208（24時間受付）

e-mail，info@yoshidataisei .com

HP，http://www.yoshidataisei .com

http://www.yoshidataisei .com

吉田大成の日々の活動状況が一目で分るホーム
ページ。是非アクセスを！

information

県政の課題から地域の問題まで、その時々の話題
をテーマに、講師をお招きしながら、地域の皆様
と議論し、解決に繋げていく、それが麻生オープ
ンミーティングです。多くの皆様のご参加をお待
ちしております。

講　師 ： 安全防災局参事兼安全安心
　　　   まちづくり推進課長　浄園英央 氏

百合丘駅
ロータリー前

　タックルレポートは、県議会での出来事、

県や地域が抱える課題などについて、吉田大

成の考えをお伝えするものです。これまでも

このレポートを通じ、地域の皆さまから、本

当にたくさんのご意見を頂いてまいりました。 

「改革は議員と有権者の共同作業」 

　地域の皆さまとの貴重なコミュニケーシ

ョンのきっかけを、ぜひ、あなたのお力で増

やしてください。 

ただいま、このレポートをご自宅周辺(麻生

区内)のご家庭に投函していただけるボラン

ティアの方を探しています。10枚でも、100

枚でも、何枚でも結構です。ご協力いただけ

る方は、電話・ＦＡＸ・メールにて吉田大成事

務所までご連絡いただければ幸いです。 

）（



　日 時：５月 27日（土）

　　　　  午後６時 開会 （午後５時30分 開場）

　会 場：ホテルモリノ新百合丘

　会 費：３,000円

『薫風『薫風の集い』集い』県政報告会



平成18年スタート どうなる神奈川県政？

検討し、一律抑制を上回る厳しい予算審査による

収支均衡と、県主導第三セクターほかあらゆる財

政的支援団体の精査・見直しなど行政システム改

革の推進強化、更には『財政健全化への基本方策』

に基づく取組の強化という大方針のもと、
 

　（１）地域経済の活性化 

　（２）保健・福祉・医療の着実な推進 

　（３）教育施設の充実 

　（４）県民生活の安全・安心の確保

を主な事業の柱立てとする予算編成が進められて

います。（詳細は右記参照） 

　平成18年度は、松沢県政一期目の最終年度であり、

「仕上げの年」といえます。2月15日により開会され

る2月定例県議会では、予算審査はもとより、『神奈

川力構想』の進捗～次期計画策定に向けた方針の

議論、その他今年前半の最大の課題ともいえる米

軍再編問題も焦点となってこようかと思います。

政調会長に就任！

　昨年10月、私は民主党・かながクラブ県議団の政

務調査会長に就任しました。

　これまで以上に立場は重くなりましたが、その

プレッシャーを楽しみながら、今年も「県政刷新」

をモットーに、松沢改革を支え、また正々堂々と論

戦を挑んで参りたいと思います。 

「自助」と「共助」、「協働」による新たな社会を目指して　県政刷新

（１）地域経済の活性化（１）地域経済の活性化 

■産業集積と創業支援の推進 

■京浜臨海部の活性化 

■中小企業支援・雇用対策の充実 

■2007年問題への対応（「団塊の世代」の大量

退職対策） 

■農林水産業の振興 

■「ゼロ県債」、「ゼロ国際」による切れ目のない

事業展開 

（２）保健・福祉・医療の着実な推進（２）保健・福祉・医療の着実な推進 

■がん対策の推進 

■新型インフルエンザ対策の推進 

■障害者自立支援法への円滑な対応 

■子育て支援・児童虐待防止対策の充実 

（３）教育施策の充実（３）教育施策の充実 

■県立高校改革の推進 

■学校施設の整備促進 

■不登校・ひきこもり対策の充実 

■新たな教育課題への対応 

■私立学校支援の充実 

（４）県民生活の安全・安心の確保（４）県民生活の安全・安心の確保   

■地震防災対策の推進～県有施設耐震化の計

画的な推進、防災行政通信

網の整備、 市町村地震防災

対策緊急支援事業の推進 

■治安向上に向けた取組み

～安全・安心まちづくり事

業の推進、警察官の増員、 

交番相談員の増員、警察施

設の整備、 新たな放置違法

駐車の推進 

■アスベスト緊急対策の実

施 

（５）その他の重要課題（５）その他の重要課題 

■環境対策の推進～廃棄物

対策の推進、地球温暖化へ

の対応、自然環境の保全、 

水源環境の保全 

■県有地の利活用 

■電子県庁に向けた取組み 

　　２月定例会の最大の案件である平成18年度予

算案。編成作業も松沢知事による査定も終わり、最

終段階に入りました。２月８日に発表される予定

です。

県の財政状況は？

　平成17年度は100億円の財源不足を抱えてのス

タートとなった本県財政。平成18年度予算は、昨年

10月の編成作業スタート時では、概ね520億円の

財源不足が見込まれています。県内企業の企業収

益が微増ながら引き続き増益基調が見込まれるな

どプラス要因はあるものの、国の地方交付税や国

庫補助負担金の抑制・ 削減の方針などから、歳入面

での大きな伸びを期待できる状況にはなく、また

一方、歳出面では山積する重要課題やアスベスト

対策などの新たな課題への的確な対応が求められ

ており、本県財政は依然、厳しい状況下に置かれて

います。

予算編成方針は？

　平成18年は、総合計画『神奈川力構想・プロジェ

クト51』（平成16年3月策定）が計画最終年度を迎

えます。計画に位置づけられた施策・事業の着実な

推進はもとより、新たな計画策定を見据えた施策

展開を図りつつ、喫緊の課題や新たな政策課題へ

の対応も求められる一年となります。  

そのために、平成18年度予算の編成にあたっては、

事業ごとにその必要性・優先度をゼロベースから →
→


